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と
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東
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の
交
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点
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す
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長
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京
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遺
構
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し
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基
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町
内
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土
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し
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は
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掘
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形
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呈
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七
か
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二
点
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総
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出
土
し
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条
坊
側
溝
出
上
の
木
簡
は
両
側

滞
の
交
差
点
付
近
に
集
中
し
、
大
量
の
上
器
類

窒
賀書
土
器
を
含
む
）、
平

。
九

瓦
、
金
属
製
品
、
土
製
品
、
木
製
品
が
共
伴
し
た
。
ま
た
、
池
状
遺
構
出
土
の

木
簡
は
、
完
形
の
舟
型
木
製
品
、
土
師
器
高
杯
と
近
接
し
て
出
土
し
た
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六
町
は
、
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半
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調
査

（左
京
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一
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一〇
次
）
で
官
厨
米
や
衛
府
関
係
の
木
簡
、

多
数
の
墨
書
土
器

（「主
厨
」
「給
服
所
」
「中
家
」
「井
北
」
な
ど
）
が
出
土
し
て
お

り
、
今
回
の
成
果
を
含
め
る
と
宮
外
官
衛
町
の

一
つ
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
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）
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岡
左
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条
二
坊
六
町
」
ほ
か
合
計
七
町
を
勅

旨
所
の
藍
国
に
充
て
る
こ
と
が
み
え
る
。
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金
剛
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な
ど
合
わ
せ
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四
点
の
進
上
に
関
す
る
文
書
簡
か
。
③
０

は
習
書
。
⑬
の
三
文
字
目
は

「月
」
（に
く
づ
き
）
の
付
く
字
で
あ
る
。

０
は
文
書
断
簡
。
①
は
上
部
を
焼
損
す
る
。
「秦
廣
山
」
の
名
前
は
、
天
平
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日
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年
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四
十
八
一
じ
。
東
二
坊
坊
間
小
路
西
側
溝
出
土
木
簡

は
⑦
ｌ
⑪
の
他
に
、
断
簡
五
点
、
削
届
三
点
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
判
読
で
き

て
い
な
い
。
題
箋
軸
部
が
伴
出
す
る
。

池
状
遺
構
出
土
の
断
簡
二
点
も
遺
存
状
態
が
悪
く
、
判
読
で
き
て
い
な
い
。

内

一
点
は
上
部
に
符
篠
と
思
わ
れ
る
墨
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
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美
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）




